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組 合 口 法 律 相 談 日 に つ い て　　 惘 別 相 談 対 応 と さ せ て い た だ い て お り ま す｡ ご 相 談 の 向 き は, 組 合 事 務 局 ま で ご 連 絡 く だ さ い

。

法

律
・
労

務

相

談

所

「
副
業
・
兼
業
の
促
進
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ｑ
＆
Ａ
」
の
改
訂

版
が
公
表
さ
れ
ま
し
た

◆
改
訂
の
経
緯

平
成
3
0年
・
一
月
に
厚
生
労
働
省
よ
り
「
副
業
・
兼

業
の
促
進
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下

、

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
）
が
公
表

さ
れ
ま
し

た
。こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
公

表
に
あ
た
っ
て
は
、

補
足
資
料
と
し
て
『
副
業
・
兼
業
の
促
進
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
Ｑ
＆
Ａ
）
」（
以
下

、「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
Ｑ
＆
Ａ
」
と
い
う
）
も
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後

、
令
和
２
年
９
月
に

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

改

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
７
月

、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
Ｑ
＆
Ａ
の
改
訂
版
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

◆

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ｑ
＆
Ａ
の
改
定
内
容

こ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ｑ
＆
Ａ
は
、
労
働
時
間

管

理
等
、
健
康
管
理
、
労
災
保
険
の
給
付
に
つ
い
て

９
個
の
Ｑ
＆
Ａ
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、

改
町

版
で
は
２８

個
に
増
え

、
よ
り
具

体
的

か
つ

網
羅
的
に
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
実

務
上

疑
問
の
声
が
多
い
労
働
時
間

管

理
に
つ
い
て
は
、
自
社

と
副

業
先
で
従
事
す

る
業
務
に
適
用

さ
れ
る
労

働
時
間
制

度
が

異

な
る
場
合
（
変
形

労
働
時
間
制
、
裁
重
労
働
制
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
な
ど
）
に
お
け
る
通
算
の

考
え
方

や
、
法

定
休
日

、１

週
間
単
位
で
の

通

算
の
仕
方
に
つ
い
て
等
の
考
え
方
も
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た

、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
し
て
い
る
簡
便

な
労
働

時
間
管
理
の
方
法
（
管
理
モ
デ
ル

）
を

導
入
す
る
場
合
の
労
働
時
間
の
管
理
や
、
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
の
遵
守
、
割
増
賃
金
の
支

払
い
に
つ
い
て
も
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

副

業

・
兼

業

を

認

め

て

い

る

会

社

は

、
ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

と

あ

わ

せ

て

、
改

町

さ

れ

た

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

Ｑ

＆

Ａ

を

し

つ

か

り

確

認

し

て

お

く

と

よ

い

で

し

ょ

う

。

【

参

考

】
厚

生

労

働

省

「
「

副

業

・
兼

業

の

促

進

に

関

す

る

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

Ｑ

＆

Ａ

」
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ｐ
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／
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／
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２
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０
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０
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０

０

０
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０
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２

．

ｐ
ｄ
ｆ

関

西

労

務

管

理

研

究

所

第
５
１
８
回
　
俳
句
会

す
っ
か
り
秋
ら
し
く
な
り
は
じ

め
、
コ
ロ
ナ
も
大
分
治
ま
り
を
見

せ
て
来
た
。

九
月
の
兼
題
は
「
秋
の
声
」
。

千
四
百
年
飛
鳥
の
寺
に
秋
の
声

鞍
馬
駅
大
狗
の
鼻
に
秋
の
声

小
杉
一
夫

夜
明
け
待
つ
数
へ
き
れ
ざ
り
天
の
川

今
日
の
月
東
京
眠
り
始
め
た
り

林
　

春
泉

薬
師
寺
の
僧
の
整
列
秋
の
声

ね
ね
の
道
香
る
コ
ー
ヒ
ー
こ
ぼ
れ
萩

中
野
啓
子

か
な
か
な
や
微
か
に
息
を
つ
な
ぐ
犬

父
母

の
声
空
耳
や
秋
の
声

木
村
美
恵
子

八
月

や
応
援
無
き
甲
子
園

七
輪

の
登
る
煙
や
秋
の
声鈴

木
勘
資

バ
イ
エ
ル
を
弾
く
手
ふ
さ
き
秋
薔
薇

大
阪
船
場
繊
維
卸
商
団
地
協
同
組
合

第
４
０
２

回

理

事

会

を

開

催

1
0月
1
2日

向

午
後
Ｏ

時
4
0分

か

ら
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
３

号

館

５

階

会

議

室

で
開
催
し
、
次
の
１

議
案
を
審
議
、

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■ ■ ■ Ｉ Ｉ - ･

･ - ■ ■ ■ ■ ■ ■

第
１
号
議
案
　
船
場
団
地
振
興
株

式
会
社
か
ら
の
資
金
を
再
借
入
す

る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る

件船
場
繊
維
団
地
振
興
株
式
会
社

第
２
１
８
回
取
締
役
会
を
開
催

1
0月
1
2日
肉
正

午
か
ら
、Ｃ
Ｏ

Ｍ
３
号
館
５
階
会
議
室
で
開
催
し
、

次

の
２

議
案
を

審
議
、
可

決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

菊
の
酒
覗
く
器
に
小

波
立
ち

森
本
礼
子

苦
も
楽
も
笑
ひ
て
老
い
の
九
秋
の
宿

秋
の
声
卒
寿
の
修
業
脳
ト
レ
を

田

辺
督
旺

孕
み
牛
風
の
花
野
に
沈
み

ゐ
る

地
虫
楸
楸
う
ら
返
さ
れ
し
舟
並
び

浜
口
高
子

以
上
　

浜
口
高
子
記

十
月
の
兼
題
は
「
色
変
へ
ぬ
松
」

飢

・ Ｗ

第
５
・－

９

回
　

俳

句
会

秋
ら
し
く
な
っ
た
と
思
え
ば
も

う
晩
秋
で
あ
る
。
閉
ぢ
龍
っ
て
い

た
せ
い
か
、
そ
れ
に
し
て
も
季
節

の
移
り
変
り
は
早
い
と
近
頃
特
に

感
じ
る
。

卜
月

の
兼
題
は

「
色

変
へ

ぬ

松
」
で
あ
る
。

郷
里
よ
り
松

一
徹

の
色
変
へ
ず

鯛
や
芭
蕉
の
池
の
岩
間
寺小

杉
一
夫

松
茸
の
香
を
い
た
だ
き
し
大
江
山

稲
刈
り
終
へ
田
の
神
様
の
ひ
と
休
み

林
　

春
泉

色
変
へ
ぬ
松
対
岸
の
近
江
富
士

第
１

号
議
案
　

令
和
３
年
６
月
Ｉ

ロ

～
令
和
３
年
９
月
3
0日

ま
で
の

事
業
報
告
並
び
に
収
支
報
告
の
件

第
２
号
議
案
　

団
地
組
合
に
対
し

資
金
を
再

貸
付
す
る
こ

と
に
つ
い

て
承
認
を
求

め
る
件

「
箕

面

国

際
フ
ェ
ス

テ

ィ
バ
ル

２

０

２

１

」
開

催

1
0月
２

日
出
・
３

曲
、
緊

急
事

態

宣
言
も
解
除
さ
れ

た
秋

晴
れ
の

も
と
、
大
阪
大

学
箕
面

キ
ャ
ン

パ

ス
で
は
、「
箕
面
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
箕

面

か

ら

世

界

へ
」
を

テ

ー

マ
に
、
産
官

学
が
コ
ラ

ボ
し
た
イ

ベ
ン

ト
は
、
事
前
登
録
制

で
行
わ

れ
、
徹
底
し
た
感
染
予
防
の
も
と
、

地

域

に

開

か
れ
た

祭

り

と

し
て
、

近
江
ｔ

の

シ
ェ
フ
の
あ
ざ
や
か
馬

肥
ゆ
る

中
野
啓
子

自
粛
あ
け
秋
天
を
衝
く
子
等
の
声

三
百
年
の
色
変
へ
ぬ
松
令
和
の
世

木
村
美
恵
子

コ

ロ
ナ
禍
や
変
わ

る
世
の
色
変
へ

ぬ
松

色
づ
き
し
砂
場

の
傍
の
柘
榴
か
な

鈴
木
勘
資

帽
子
の
み
見
え
隠
れ
す
る
コ

ス
モ

ス
園

主
な
き
色
変
へ

ぬ
松
堂
々
と

森
本
礼
子

留
守
宅
は
伸
び
放
題
や
秋
の
草

体
育
の
日

置
い
て

き
ぼ
り
の
昼
寝

党
め

田
辺
督
旺

秋

の
蚊
を
打

っ
て

東
司
（
と

う
す
）

を
借
り
に
け
り

色
変
へ
ぬ
赤
松
の
香
に
惹
か
れ
ゆ
く

浜
口
高
子

以
上
　

浜
口
高
子
記

十

一
月
の
兼
題

は
「
冬
初
め
」

「
冬
に
入

る
」
で
す
。

ﾉ兼
行
事
予
定
（
令
和
Ξ
年
）

－

－

‐

1
1
月

26 25 24 18 15 ９４ 日-

｜１

§

総 会 正

務 計 剛
委 理 理

員 事 事
会 会 長

会

｜

｜

産
｜
｜｜

１

予

定

1
2月

21 10 ７ 日

||｜Ｈ
予．

定

豪
尚

、

新

型
コ

ロ

ナ

ウ

イ
ル

ス

の

影

響
に

よ
９

行

事
予

定
か

中

止
・
延

期
・
変

更
に

な

る
場

合

が
あ
り

ま
す
の
で

、
ご
了
歳

下

さ
い

。

組 合事務 局の年末………年始の業務

12 月２９日(水)午前の み業務

12 月３０日(木)～1 月３日(月)休み

1月 ４日(火)午前のみ業務

団地 パスの年 末／年始の運行

12 月２９日(水) 平日ダイヤ

12 月３０日(木)～1 月３日(月)休み

1月 ４日(火) 平日ダイヤ

ＣＯＭ第３ ・５パ ーキング

立体 駐車場の年末 ／年始の営業

12 月２９日(水)まで通常業務

12 月３０日(木)～1 月３日(月)休み

1月 ４日(火)から通常業務

令和４年 新年 祝賀会

令和４年1 月６日(木)

午前11 時３０分～午後1 時

ＣＯＭ３号館３階ホール

両
日
で
約
６
千
人
の
学
生
や
市
民

が
訪
れ
る
賑
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
当
組
合
理
事
長
・

俣

野
富

美
雄

氏
、
箕
面

市
長

・
上

島

一
彦
氏
、
大
阪
大

学
総

長
・
西

尾

章
治
郎
氏

が
あ

い
さ
つ

し
、
産

官
学
が
一
体

と
な
っ
た
国

際
交

流

の
拠

点
、
文
化
芸

術
の
街

と
し
て

の
期
待

が
膨

ら
み
ま
し

た
。

そ

の

後
、
同

外
国

語
学

部
長

・

竹
村
景
子

氏
に
よ

る
開
会

宣
言

で

フ
ェ

ス

テ

ィ

バ
ル

が

開
幕

。
「
よ

う
こ

そ

箕
面

船

場
国

際

空
港
へ

。

よ

う
こ

そ
国

際

フ
ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

へ
」
の

タ
イ
ト
ル

の
も
と
、
箕
面

船
場

の
地

か
ら
世
界
へ

、
ま
さ
に

グ
ロ

ー

バ
ル

キ

ャ

ン

パ

ス

に

ふ

さ

わ

し

い
離
陸

と

な
り
ま

し

た

。

当

組
合
の
関
係
者
で

は
、
組
合

員

の

松
尾
産

業
株
式
会

社
（
ａ
ｂ
ｏ
ｕ
ｔ

ｈ
ｅ
ｒ
・
）
や

テ

ナ

ン

ト

の

株

式

会

社

ビ

ー

バ

ー

レ

コ

ー

ド

（
ビ

ー

バ

ー
ワ

ー

ル

ド
箕

面

船

場

店

）

が

出

店

さ

れ

ま

し
た

。

A

ｒ
ａ
ｂ
ｏ
ｕ
ｔ
 ｈ
ｅ
「

・
」
出

展

ブ

ー

ス

に

て

コ
ム
ア
ー
ト
ヒ
ル
連
合

ブ
ロ
ッ
ク
会

懇
親

会

開
催
の
お

知
ら
せ

連
合

ブ
ロ
ッ

ク
会
で

は
、
昨
年

は
コ

ロ
ナ
禍

の
中
、
ｉ

む
無
く

開

催
を
見

送
り
ま

し
た
懇
親
会
に
つ

い
て
、
左
記
日
時
で
開
催
致
し
ま
す
。

日
時
　
1
1月
2
5日
内
午
後
５
時
～

会
場
　

ヒ

ル
ト

ン
大

阪
　

４

階
金

の
間

（
大
阪
市
北
区

梅
田

１
‐
８
‐
８
）

電話072-729-3321( 代)
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ｺ ムアートニュース預り先 暮 集中

組合員の会社訪問
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れ

が
私

た
ち

の

や

り

方

で

す
」

そ

の

言

葉

に

さ
ら

な
る

発

展

が
期

待

さ

れ

ま

す

。

私

た

ち
の
武

器

は

『
総

合
力
』

で
す

。

コモライフ株式会社

コムアートニユースを置いて下さい｡団地内で店先に置いてもいいよという方募 集しております。

酋072-729-3321( 代) 団地組合( 担当)山口までお電 話下さい。

を
探
す
の
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
で
考
え
、
挑
戦
し
、
失
敗
を

繰
り
返
し
て
い
く
中
で
、
白
分

た
ち
の
答
え
を
作
り
出
す
。
そ

所 在 地　 〒５３０-０００ １

大 阪 市 北 区 梅 田1- ２-２-９００

（ 大 阪 駅 前 第 ２ピ ル ９ 階 ）

ＴＥＬ　 ０６･６３４５･フフ００ （代 ）

大 阪 営 業 所

〒５６２-００３５

箕 面 市 船 場 東1 丁 目 １０ 番 フ号

U　R　L　http:// ｗｗｗ.ｃｏｍｏｌｉｆｅ.ｃ０.jp/

代表取締役社長　 Ξ 宅　 啓 史

創

設

業　 １９７０年

立　 １９７２年

資 本 金

事業内 容

ﾕ5 －,1
･－ ・

４億９９９９万円

生活用品の企画、製造及び販売

会員制ＢtOB 卸サイト

「Ａ＆Ｂトレード」の運営

家

庭
日
用

品
製
造
企
画

販
売
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

て
以
来
、
商
品

開
発
か
ら
物
流
、
販
売
ま
で
白
‥
社
で
行
っ
て
き

ま
し
た
。
商
品

・
営
業

・
業
務
／
物
流

・
管
理

／
シ
ス
テ
ム
の

全
て
の
力
を

集
結
し
、
快
適
な
生
活

を
支
え
る
商
品
を
提

供

し
続
け
て
い
ま
す
。

厳
し
い
品
質

を
求
め
ら
れ
る
生
活
協
同

組
合
や
通

販
会

社

に
長
く
販
売
し
て
き
た
経
験
を
基
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
へ

の
道
を
開
拓
し
ま
し
た
。
現

在
、
仕
入
先
は
1
5
0
0
社
以
上

に
お
よ
び
、
全
国
の
生
活
協
同
組
合
や
通
販
各
社
、
そ
し
て
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
約
1
1
0
0
社
へ
販
売
し
て
い
ま
す
。

時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
ス
ピ
ー
ド
が
早
ま
る
中
で
も
、
常

に
新
し
い
こ
と
へ
の
挑

戦
を
忘
れ
な
い
。
「
失
敗
し
て
も
挑

戦
を

や
め
ず
、
ど
こ
か
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
答
え
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断型コロナウイルス感染症予防対策に万全を期してお待ちしておりまｔ

北大阪愈行 干里中央駅より

大阪モノレール 千里中央駅より
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『
総
合
力
』
を
武
器
に
す
る
「
発
想

発
信

企

業
」

立

ち
ｉ

ま
ら

ず
に
常
に
新
し
い
挑
戦
で

j'.

只

〇型

後
３
時
3
0分
ま
で

会
場
　
Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
号
館
５
階
会
議
室

（
箕
面
市
船
場
東
２
‐
５
‐
4
7）

日
ｔ
　
;

Ｚ
;月

４

日

村

午

後

２

時

～

午

く

コムアートニュース

比
叡
山
延
暦
寺
大
霊
園
に
お
い
て
恒

例
の
大
織
福
祉
協
力
会
の
慰
霊
祭
が

営
ま
れ
ま
し
た
。

今
回
も
昨
年
同
様
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
代
表
し
て
大
織

福
祉
協
力
会
役
員
を
中
心
に
小
規
模

な
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

1
1時
か
ら
、
慰
霊
塔
前
に
て
、
今

同
新
た
に
合
祀
さ
れ
た
２
柱
を
加
え

た
２
６
６
柱
の
物
故
者
法
要
が
比
叡

山
延
暦
寺
執
行

水
尾
寂
芳
権
大
僧
正

を
は
じ
め
３
名
の
式
衆
が
ご
出
仕
さ

れ
、
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
た
に
合
祀
さ
れ
た
物
故
者

は
次
の
通
り
で
す
。

○
令
和
２
年
６
月
３
日
没

木
原
幸
子
霊
位

（
木
原
商
工
㈱
）

○
令
和
２
年
1
2月
3
0日
没

中
村
成
太
霊
位

（
近
江
振
興
㈱
）

荷
主
会
で
は
、
毎
年
秋
に
物
流
研

究
会
（
セ
ミ
ナ
ー
）
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

本
年
は
、
安
本
寿
久
氏
（
産
経
新

聞
編
集
委
員
）
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
、
「
日
本
の
政
治
経
済
の
動
向
と

関
西
経
済
の
ゆ
く
え
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
ご
講
演
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

左
記
日
時
で
開
催
し
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

荷
主
会
　
物
流
研
究
会

開
催
の
お
知
ら
せ

施
設
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

８
名
の
委
員
が
参
加
し
、
当
日
は
バ

ス
で
箕
面
森
町
の
全
域
を
巡
り
、
そ

の
後
、
施
設
内
部
を
視
察
致
し
ま
し

た
。尚

、
長
期
計
両
委
員
会
で
は
荷
主

会
と
合
同
で
、
Ｈ
月
に
も
東
京
に
あ

る
佐
川
急
便
の
次
世
代
物
流
セ
ン

タ
ー
「
Ｘ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
の
施
設

見
学
会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

匍

、

「

ロ

ジ

プ

ラ

ザ

箕

面

森

町

」

の

く

大

織

福

祉

協

力

会

秋

の
慰

霊

祭

を

厳

か

に

実

施

９
月
1
6日
内
、
滋
賀
県
人
津
市
の

長
期
計
画
委
員
会
は
1
0月
５
日

長
期
計
画
委
員
会

物
流
施
設
見
学
会
を
実
施

●哺ｉ 冰iill ゙  回答者:ＣＯＭ内科クリニック院長 植田高彰先生 ●
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この冬に健康管理で気をつけたいことがあ れば教えてください 。

まず呼吸器感染症(風邪､肺炎､インフルエンザ)の予防には､マスク、手洗い､うがいです。高血圧

症の方は､寒冷期に血圧が高くなるので要注意です。心臓疾患の方も同じく､温かい場所から冷たい

場所へ移動するときには､心筋梗塞などに注意が必要です。

昨冬からの新型コロナウイルス感染症( ＣＯＶＩＤ-19) の蔓延で、季節に関係なく大騒ぎになりまし

た。このウイルスの出現はアウトブレイク(疫病の突然の発生と大流行)といえますが、それに続くパ

ンデミック(感染爆発)のため、世界中で数百万人の死者が出ました。この理由のひとつは､特効薬が

ないことにあり､ワクチンによる予防も完璧ではありません。

昨冬はＣＯＶＩＤ-１９が猛威を奮いました。一方、インフルエンザなどの感染症は､日本中でも極端

に少なかったのです。

この冬はインフルエンザが大流行するのではないかという観測もあります。

いずれの感染症も､ワクチンによる抗体は血液中に存在し､鼻や口の粘膜には見られません。だか

ら､感染する可能性があります。

いずれにせよ､予防には｢マスク､手洗い､うがい｣を必須とし、できれば鼻腔も洗浄を推奨します。

今冬､さらに進化した変異型ウイルスが出てこないとも限りません。引き続き､予防手段を徹底し、

感染症から身を守りましょう。

目標を決ぬようと焦りま禁物｡爛囲 こ愚 痴をいうのも迦 すまla 戈

無茄 こ11stした考えに県｡ 込める侭ａ まなく､直感で運気アyプ。
B型

色 々な学 びを蓄えて駝 雍 駿 が､ 次に 手 渡す バトンとなるでtＪ う。

人 の 幸 せをａ うことで､自 分 自 身の ｕ こも 幸 福 感 があふ れま す。
AＢ型

ｽ テージアy プ のときで す｡ 障ｶ 亀功く現 れても 剰 滝 えられます。

人とま争 わず､ 協力して稀4 勧ISこ違 むことが 次 への 雇を喬 きま す、

このコーナーでご紹介する訪問企業を募集（掲載料無料）しています。ご希望の企業は、

酋072 － 729 － 3321 （代）団地組合（担当：山口）まで、お気軽にお問い合せください。

〈お問合せ〉大阪府豊中市斬千里西町1丁目1番7･3

ウィステリアチ里中央　i函。0120-165-372惣沁。
hit Ｐｓx//鴉ｎｙｗ．ｎｌｓｎｗ-・ｙｉりPj ［ワ_ｆ 再77 リア　 ・ ・ｊ

●繊維団地エリアに近く利便性抜群

●ご自宅同様の自由な生活が楽しめる

●コミュニティーがさらに広がる

[敷地内併設／違携医療施設等]

徒歩9 分 ●関西メディカル病院 ●なの花薬局千里中央店
●ゆう脳神鰹外科　　●介護サービス

も
※上記掲載は､広告です｡掲載広告の内容は､広告主が責任を負うものであります。

Ａ型

下 に碁 ｊΞ－

これまで歩 いてきた霖 の中 を抜け ると目 の荊IJ ま応 がる道 が 出 現。

走り出し たL 嘆 怒 ちを抑 えて､違９ 鳶 も安 全な 沓を雀 びまLよう。
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